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表 紙 の 写 真
　８月14日・16日の２日間、大迫町で「大迫あんどんまつり」が行われました。新型コロナウイルス感染症対

策を徹底した上で３年ぶりに開催された同催しは、およそ200年の歴史を持つお盆の伝統行事。江戸時代に

続いた大飢
き き ん

饉で餓死した人々を供養するために始まったと伝えられています。当日は、武者絵や歌舞伎の題

材のほか、先祖供養の仏画などが描かれた４台の山車が町内を練り歩き、観客を楽しませました。
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大迫あんどんまつり

＊本号で掲載している情報は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で変わる場合があります


